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Pickup 森 の 国

年
頭
の
ご
挨
拶

松
野
町
長
　
阪
本
　
壽
明

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
ご
挨
拶
申
し
上
げ

ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
日
本
列
島
各
地
に
お
い
て
、

大
気
の
不
安
定
な
日
が
多
く
、
梅
雨
明
け
以
降
、
連
日
の
よ

う
に
猛
暑
日
が
記
録
さ
れ
、
水
不
足
も
心
配
の
中
、
突
然
の

雷
や
竜
巻
・
集
中
豪
雨
、
数
多
い
台
風
な
ど
に
よ
る
災
害
が

多
発
し
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

と
り
わ
け
、
台
風
26
号
に
よ
る
豪
雨
災
害
で
は
、
東
京
都

の
伊
豆
大
島
に
て
多
大
な
被
害
が
生
じ
、
早
期
復
旧
に
向
け

て
懸
命
の
努
力
が
続
け
ら
れ
て
お
り
、
改
め
て
被
災
さ
れ
た

方
々
に
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
４
月
に
暴
風
警
報
発
令
で
、
第
24
回
ま
つ
の

桃
源
郷
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
台
風
等

の
影
響
も
比
較
的
少
な
く
、
大
き
な
災
害
も
な
く
、
越
年
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　

　

し
か
し
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
等
に
よ
る
異
常
気
象
は
、

経
験
の
な
い
短
時
間
集
中
豪
雨
や
巨
大
台
風
、
さ
ら
に
は
南

海
ト
ラ
フ
大
地
震
な
ど
、
大
災
害
に
備
え
た
危
機
管
理
と

ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
の
防
災
、
減
災
対
策
に
力
を
入

れ
、
住
民
の
命
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
と
し
て
努
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

一
昨
年
末
に
自
由
民
主
党
が
政
権
に
復
帰
し
、
安
倍
総
理

の
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
に
経
済
対
策
「
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
」
に
よ
り
、
円
高
、
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
が
図
ら
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
２
０
年
に
は
東
京
に
お
い
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
が
決
定
し
、
明
る
い
兆
し
が
見
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
効
果
は
な
お
一
部
の
大
企
業
、
大
都
市
に

と
ど
ま
っ
て
お
り
、
地
方
が
経
済
活
力
を
取
り
戻
す
に
は
道

半
ば
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
、
安
定
へ
消
費
税
率
８
％
を

決
断
す
る
と
と
も
に
、
経
済
対
策
を
打
ち
出
し
て
お
り
ま

す
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
お
き
ま
し
て
は
、
農
林
水
産
分
野
の
重
要

５
品
目
な
ど
の
聖
域
を
守
り
、
国
益
の
堅
持
に
万
全
を
期
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
れ
に
関
連
し
て
、
農
地
を
大
規
模
農
家
に
集
約

し
、
経
営
体
育
成
や
６
次
産
業
化
な
ど
、
農
政
改
革
と
攻
め

の
強
い
農
業
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
本
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
キ
ラ
リ
と
光
る
森
の
国

の
ま
ち
づ
く
り
第
２
章
、
現
場
主
義
を
基
本
に
、
気
配
り
と

調
和
と
特
色
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
、
地
域
農
業
の
再

生
、
安
心
安
全
、
健
康
福
祉
、
教
育
文
化
の
振
興
な
ど
を
基

本
と
し
て
取
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

特
に
、
重
点
的
な
事
業
と
し
て
、
次
代
を
担
う
子
供
た
ち

の
安
心
安
全
、
快
適
な
学
校
教
育
の
整
備
の
た
め
の
松
野
中

学
校
建
設
事
業
を
始
め
、
農
地
開
発
団
地
の
再
生
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
や
、
特
産
品
生
産
振
興
と
農
作
業
支
援
対
策
、
鳥
獣
被

害
対
策
実
施
隊
の
設
置
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
森
の
息
吹
の
設
立
、
資
源

活
用
の
処
理
加
工
施
設
整
備
、
虹
の
森
公
園
青
空
市
場
等
改

修
計
画
、
ア
ウ
ト
ド
ア
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
い
や
し
博
効
果
の

持
続
性
へ
予
土
連
携
観
光
交
流
事
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
防
災
、
減
災
対
策
と
し
て
、
各
種
訓
練
や
自
主
防

災
会
の
活
動
支
援
、
が
け
地
防
災
対
策
事
業
や
、
治
山
、
林

道
事
業
、
国
、
県
道
、
主
要
町
道
の
改
良
事
業
、
携
帯
電
話

エ
リ
ア
整
備
事
業
な
ど
に
取
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

迎
え
た
平
成
26
年
は
、
正
に
、
国
、
地
方
に
と
っ
て
、
試

練
の
年
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

景
気
が
上
向
き
つ
つ
あ
る
と
き
、
消
費
税
の
増
税
に
よ
る

影
響
も
懸
念
さ
れ
る
中
、
引
上
げ
分
の
税
収
は
、
社
会
保
障

サ
ー
ビ
ス
の
維
持
、
充
実
に
充
て
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

領
土
問
題
や
外
交
、
防
衛
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
、
原
発
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
問
題
、
介
護
福
祉
制
度
、
経
済
再
生
と
財
政
健
全
化

な
ど
、
大
き
な
変
革
の
動
き
を
し
っ
か
り
と
注
視
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
瑞
穂
の
国
、
日
本
の
食
と
環
境
を
守
る
コ
メ
政
策

を
、
約
半
世
紀
ぶ
り
に
大
き
く
転
換
し
て
、
生
産
調
整
（
減

反
）
制
度
を
５
年
後
に
廃
止
し
、
補
助
金
を
見
直
す
新
た
な

政
策
が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
経
営
規
模
が
零
細
な
農
家
が
多
い
中
山
間

地
域
の
農
業
に
と
っ
て
厳
し
い
経
営
環
境
に
な
っ
た
と
い

う
の
が
率
直
な
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
町
全
域
を
対
象
に
現
在
策
定
を
し
て
お
り
ま

す
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
農
家
メ
リ
ッ

ト
の
あ
る
作
物
の
導
入
、
有
利
な
補
助
金
、
交
付
金
の
組
合

わ
せ
と
農
地
の
有
効
活
用
、
中
核
担
い
手
に
よ
る
経
営
体
制

づ
く
り
な
ど
、
中
山
間
地
域
農
業
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
打
ち

出
し
、
農
家
の
皆
様
と
共
に
汗
を
流
し
、
英
知
を
結
集
し
て
、

農
政
の
大
転
換
、
激
動
の
時
代
を
乗
り
超
え
て
い
き
た
い
と

決
意
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
待
望
の
松
野
中
学
校
が
完
成
し
、
安
全
で
温
も

り
と
や
す
ら
ぎ
に
満
ち
た
木
造
の
新
校
舎
で
子
供
た
ち
が
、

誇
り
と
愛
着
を
胸
に
、
心
身
共
に
た
く
ま
し
く
育
つ
こ
と

を
念
願
す
る
と
共
に
、
虹
の
森
公
園
青
空
市
場
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
や
、
特
産
品
生
産
、
付
加
価
値
化
、
若
者
定

住
住
宅
政
策
、
こ
ど
も
、
子
育
て
支
援
事
業
計
画
の
策
定
、

生
き
が
い
健
康
長
寿
、
安
心
安
全
の
町
づ
く
り
、
庁
舎
改
築

基
本
計
画
並
び
に
公
共
施
設
等
の
耐
震
化
、
改
修
計
画
の
策

定
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
重
要
課
題

に
対
応
し
た
施
策
事
業
を
展
開
し
、「
森
の
国
輝
け
る
未
来

づ
く
り
、
愛
顔
あ
ふ
れ
る
希
望
と
活
力
に
満
ち
た
町
」
の
実

現
に
最
善
を
尽
く
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

町
民
各
位
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
町
民
の
皆
様
に
と
っ
て
健
康
で
幸
多
き

飛
躍
の
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の

挨
拶
と
致
し
ま
す
。
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特
集
～
活
躍
す
る
町
民
た
ち
～

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場

　
井
上
　
　
聡
さ
ん

　

井
上
聡
さ
ん
（
富
岡
）
は
、
日
本
の
車
い
す

陸
上
の
第
一
人
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

車
い
す
陸
上
で
は
最
も
障
害
が
重
い
ク
ラ
ス
で

数
々
の
日
本
記
録
を
打
ち
立
て
、
２
０
１
２
年

に
行
わ
れ
た
ロ
ン
ド
ン
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
も

日
本
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。
ま
た
、
昨

年
行
わ
れ
た
大
分
国
際
車
い
す
マ
ラ
ソ
ン
大
会

で
は
選
手
宣
誓
も
努
め
て
い
ま
す
。最
近
で
は
、

講
演
会
な
ど
で
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
啓
発

を
行
う
ほ
か
、
後
進
の
指
導
に
も
力
を
入
れ
て

い
る
井
上
さ
ん
で
す
が
、
２
年
後
の
リ
オ
デ

ジ
ャ
ネ
イ
ロ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
、
毎

日
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

　僕は、昔から目立ちたがり屋で、他人がやらないことをすることが好きでした。交通事故に遭い、車いすが手放せ
ない生活になりました。そして、車いす競技に出会ったおかげで、スポーツ選手として注目されるようになり、充実
した生活が送れるようになりました。昨年はロンドンパラリンピックで浮き彫りになった課題に取り組んだ一年でし
た。２年後、６年後に向けて、レベルアップしていきたいです。
　また、自分と同じ障害を持つ人たちにも、自分の競技する姿を見てもらい、少しでも車いすスポーツに興味を持っ
てもらうきっかけになれればいいと考えています。 井上　　聡

愛
媛
県
美
術
会
大
賞

　
曽
根
　
す
ず
子
さ
ん

Pickup 森 の 国

　

曽
根
す
ず
子
さ
ん
（
豊
岡
）
は
、
第
62

回
秋
季
県
展
日
本
画
の
部
で
愛
媛
県
美
術

会
大
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
曽
根
さ
ん
の

作
品
「
幾
星
霜
を
経
て
」
は
、
古
く
か
ら

あ
る
樹
を
仰
ぎ
見
る
視
点
か
ら
描
い
た
も

の
で
、
繊
細
な
タ
ッ
チ
や
色
遣
い
で
樹
の

力
強
さ
や
存
在
感
を
表
現
し
、
幾い
く
せ
い
そ
う

星
霜
を

重
ね
て
き
た
樹
の
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
も

の
と
し
て
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

２
本
の
大
会
新
を
樹
立

　
岩
城
　
一
弘
さ
ん

　

２
年
前
に
洋
画
か
ら
日
本
画
に
転
向
し
ま
し
た
が
、
大
好
き
な
絵

で
こ
の
よ
う
な
賞
を
い
た
だ
き
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
い
つ
も
、
励
ま

し
や
応
援
を
下
さ
い
ま
す
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
今
後
も
大
好
き
な
絵
を
描
き
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
ご
指
導
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。  

曽
根
　
す
ず
子

　

10
月
12
日
〜
14
日
の
日
程
で
、
第
13
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
「
ス
ポ
ー
ツ
祭
東
京
２
０
１
３
」
が
東
京
都
調
布
市
の
味
の
素
ス

タ
ジ
ア
ム
を
メ
イ
ン
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

視
覚
障
害
者
男
子
２
部
で
出
場
し
た
岩
城
一
弘
さ
ん
（
松
丸
）
は
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
と
立
ち
幅
跳
び
の
２
種
目
で
そ
れ
ぞ
れ
大
会
新

記
録
を
出
し
て
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
愛
媛
県
代
表
と
し
て
全
国
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
代

表
に
な
っ
て
か
ら
、
日
本
一
に
な
り
た
い

と
い
う
思
い
で
一
生
懸
命
練
習
に
取
り
組

み
、
全
国
大
会
に
挑
み
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
２
種
目
と
も
大
会
新
記
録

で
金
メ
ダ
ル
獲
得
と
い
う
目
標
を
達
成
す

る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま

す
。
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
や
指

導
者
の
方
々
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

次
回
も
金
メ
ダ
ル
を
ね
ら
い
ま
す
。

岩
城
　
一
弘



4

森 の国だより

₁₂
1 吉
野
生
地
区
合
同
避
難
訓
練

　

吉
野
・
蕨
生
・
奥
野
川
地
区
の
自
主
防
災
会
主
催
に
よ
る
合
同
の
避
難

訓
練
が
12
月
１
日
㈰
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
午
前
８
時
30
分
に
防
災
無
線
か
ら
「
緊
急
地
震
速
報
」
が
放

送
さ
れ
ま
し
た
。
揺
れ
が
収
ま
っ
た
旨
の
放
送
を
聞
い
て
、
参
加
者
は
屋

外
に
避
難
を
開
始
し
、
各
組
や
集
落
単
位
で
集
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
安
否

を
確
認
し
あ
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
避
難
訓
練
は
大
規
模
な
地
震
に
よ
り
、
各
地
で
火
災
や
建
物
倒

壊
、
地
滑
り
な
ど
の
被
害
が
頻
発
し
、
携
帯
電
話
や
固
定
電
話
が
使
用
で

き
な
い
と
い
っ
た
想
定
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
組
単
位
で
選
定
し
た
１
次

避
難
場
所
か
ら
、
部
落
で
選
定
し
た
２
次
避
難
場
所
へ
移
動
し
、
各
組
の

代
表
者
が
と
り
ま
と
め
た
安
否
や
被
害
の
情
報
を
自
主
防
災
会
へ
報
告

し
ま
し
た
。（
情
報
伝
達
訓
練
）
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
な
ど

に
は
、
道
路
が
通
れ
な
く
な
っ
た
り
、
電
話
が
使
え
な
く
な
っ
た
り
し
て
、

役
場
な
ど
の
公
的
機
関
と
連
絡
が
と
れ
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
時
に
、
地
域
住
民
が
連
携
し
て
情
報
を
取
り
ま
と
め
る
こ
と

で
ス
ム
ー
ズ
な
情
報
伝
達
が
可
能
と
な
り
、
役
場
や
消
防
な
ど
の
支
援
も

迅
速
に
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
今
回
の
訓
練
で
は
、
各
区
長
が
、
部

落
単
位
で
と
り
ま
と
め
た
情
報
を
、
消
防
団
の
無
線
機
を
使
っ
て
役
場
に

連
絡
し
ま
し
た
。

　

訓
練
終
了
後
は
、
各
地
区
の
自
主
防
災
会
役
員
ら
に
よ
る
合
同
の
反
省

会
が
開
か
れ
、
今
回
の
避
難
訓
練
で
明
ら
か
に
な
っ
た
問
題
点
や
、
今
後

の
課
題
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

主
催
者
の
１
人
で
あ
る
吉
野
区
長
は
、「
今
回
の
避
難
訓
練
は
、
初
め

て
の
試
み
で
慣
れ
な
い
部
分
も
多
く
あ
っ
た
が
、
と
り
あ
え
ず
や
っ
て
み

な
い
こ
と
に
は
、
実
際
に
大
震
災
に
遭
遇
し
た
時
の
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
ば

な
い
。
住
民
ひ
と
り
一
人
が
防
災
に
対
す
る
関
心
を
深
め
る
た
め
に
は
、

こ
の
よ
う
な
大
規
模
な
訓
練
は
無
駄
に
は
な
ら
な
い
し
、
訓
練
後
に
は

き
ち
ん
と
話
し
合
い
を
行
い
、
課
題
を
明
確
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。」

と
語
り
、
地
元
の
防
災
意
識
の
高
揚
に
手
ご
た
え
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
訓
練
終
了
後
は
各
部
落
に
分
か
れ
、
消
火
訓
練
や
炊
き
出
し
訓
練

な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

国
の
被
害
想
定
に
よ
る
と
、
松
野
町
で
起
こ
り
得
る
地
震
の
最
大
震
度

は
震
度
６
強
で
す
。
阪
神
大
震
災
に
匹
敵
す
る
揺
れ
が
到
来
す
る
可
能
性

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
避
難
訓
練
は
、
こ
の
よ
う
な
大
災
害
に
備

え
て
、
防
災
に
つ
い
て
考
え
る
よ
い
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

炊き出し訓練や、防災資器材などの取扱訓練も行われました。

地震発生！

地震発生！

住民は１次避難場所へ避難し、お互いの安
否を確認します！（写真は蕨生谷口組）

安否や被害の情報は、２次避難場所へ伝え
られます！（写真は吉野部落の避難場所）

被害などの情報を区長が役場に連絡！
（写真は吉野地区自主防災会）

問題点などの分析や意見交換！
（写真は合同反省会の様子）
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森 の国だより
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
レ
ク
バ
レ
ー
大
会

干
支
の
ち
ぎ
り
絵
教
室
開
催

₁₂
8

₁₂
7

　

体
育
指
導
員
会
主
催
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
レ
ク

バ
レ
ー
大
会
が
ス
ポ
ー
ツ
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
社
会
福
祉
に
寄
付
す
る
こ
と
を
目

的
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

午
後
４
時
、
６
時
、
８
時
、
10
時
か
ら
の
４

部
門
で
、
１
チ
ー
ム
が
３
試
合
ず
つ
行
い
、
部

門
ご
と
に
順
位
が
決
め
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
は
、
町
内
外
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
や
職

域
な
ど
各
種
団
体
か
ら
31
チ
ー
ム
、
２
３
０
人

が
参
加
し
、
和
気
あ
い
あ
い
と
、
和
や
か
に
試

合
が
進
み
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム
か
ら
７
万
３

２
４
３
円
も
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
募
金
は
、
毎
年
町
内
の
福
祉

施
設
に
送
ら
れ
て
お
り
、
今
年
は
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
古
城
園
に
寄
付
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

体
育
指
導
委
員
会
に
よ
る
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
う

ど
ん
」
の
販
売
も
行
わ
れ
、
選
手
た
ち
は
温
か

い
う
ど
ん
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
チ
ー
ム
の

親
睦
を
深
め
て
い
ま
し
た
。
こ
の
う
ど
ん
の
売

上
も
募
金
と
合
わ
せ
て
古
城
園
に
寄
付
さ
れ
る

よ
う
で
す
。

　

参
加
さ
れ
た
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
、
温
か
い
募

金
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

吉
野
生
公
民
館
で
干
支
の
ち
ぎ
り
絵
教
室
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
公
民
館
文
化
事
業
の
一
つ
と
し

て
、
優
れ
た
技
術
を
持
つ
身
近
な
先
生
か
ら
そ

の
技
を
学
び
暮
ら
し
に
役
立
て
よ
う
と
企
画
さ

れ
た
も
の
で
す
。
今
回
は
、
吉
野
在
住
の
岡
本

愛
子
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
来
年
の
干
支
を
デ

ザ
イ
ン
し
た
ち
ぎ
り
絵
づ
く
り
に
小
学
生
３
名

を
含
む
16
名
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

　

和
紙
を
ち
ぎ
っ
て
、
糊
で
貼
り
付
け
る
ち
ぎ

り
絵
は
、
一
見
簡
単
そ
う
に
見
え
て
も
、
細
か

い
作
業
が
多
く
根
気
の
い
る
仕
事
で
す
。
講
師

歴
40
年
の
岡
本
さ
ん
の
指
導
で
、
か
わ
い
ら
し

い
馬
の
形
が
出
来
上
が
る
に
つ
れ
、
参
加
者
の

気
持
も
高
揚
し
手
芸
に
没
頭
し
て
い
き
ま
し
た
。

き
れ
い
に
出
来
上
が
っ
た
作
品
を
手
に
し
た
参

加
者
か
ら
は
、
満
面
の
笑
み
が
こ
ぼ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
会
場
に
は
岡
本
さ
ん
の
作
品
も
展
示

さ
れ
、
四
季
折
々
の
風
物
や
景
色
を
見
事
に
表

現
し
た
ち
ぎ
り
絵
に
、
参
加
者
ら
は
感
心
し
て

見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
岡
本
さ
ん
は
、「
若
い
世

代
の
み
な
さ
ん
に
ち
ぎ
り
絵
の
魅
力
を
知
っ
て

楽
し
ん
で
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
こ

の
教
室
は
大
人
か
ら
子
供
ま
で
、
幅
広
い
世
代

の
交
流
の
場
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

吉
野
生
地
区
公
民
館
で
は
、
地
域
の
み
な
さ

ん
の
学
習
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

次
回
は
、〝
命
の
貯
蓄
体
操
〞
体
験
教
室
を

１
月
17
日
㈮
と
１
月
23
日
㈭
に
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

呼
吸
法
を
交
え
た
健
康
体
操
を
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。
参
加
希
望
の
方
は
吉
野
生
公
民
館
に

（
☎
42
・
０
８
０
１
）
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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₁₁
₁₇

₁₁
₂₁

天
ヶ
滝
も
み
じ
ま
つ
り

小
・
中
学
校
音
楽
発
表
会

　

奥
野
川
地
区
で
「
天
ヶ
滝
も
み
じ
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
元
々
、
奥
野
川
地
区
の
住
民
が
各
家
庭
か
ら
肴
を
持
ち
寄
り
、

天
ヶ
滝
の
紅
葉
を
見
な
が
ら
酒
を
酌
み
交
わ
す
と
い
っ
た
、
地
域
の
親
睦
会
の

よ
う
な
も
の
で
し
た
が
、
い
つ
の
間
に
か
町
内
外
か
ら
も
参
加
者
が
集
ま
る
よ

う
に
な
り
、
町
を
代
表
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
域
住
民
が
手
作
り
で
行
っ
て
い
る
こ
と
も
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
特
徴
で
す
。
現

在
で
は
都
会
に
出
て
い
る
地
元
奥
野
川
の
出
身
者
た
ち
も
、
イ
ベ
ン
ト
目
当
て

に
帰
省
し
、
懐
か
し
い
顔
ぶ
れ
に
肩
を
抱
き
合
う
風
景
が
至
る
所
で
見
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
風
が
強
く
少
し
肌
寒
い
日
で
し
た
が
、
大
勢
の
人
た
ち
が
訪
れ
会

場
を
賑
わ
せ
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
鬼
城
太
鼓
の
演
奏
が
谷
間
に
響

き
渡
り
、
天
ヶ
滝
の
水
音
と
相
ま
っ
て
、
雅
び
な
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
ま
す
。
会

場
で
は
、
お
で
ん
や
焼
き
芋
な
ど
の
販
売
も
行
わ
れ
、
来
場
者
は
温
か
い
食
べ

物
に
舌
鼓
を
打
ち
、
冷
え
た
体
を
温
め
て
い
ま
し
た
。
祭
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
は

も
ち
ま
き
も
行
わ
れ
、
坂
道
を
転
が
る
丸
餅
を
必
死
で
追
い
か
け
る
子
ど
も
た

ち
が
、
来
場
者
の
笑
顔
を
誘
い
ま
し
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
、
町
内
の
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
に
よ
る
音
楽
発
表
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
で
55
回
目
と
な
る
こ
の
発
表
会
は
、
町
内
の
小
・
中
学
校
の
児
童
・

生
徒
が
一
堂
に
会
し
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
表
す
る
も
の
で
、
普
段
は
関
わ
る
こ
と
の

少
な
い
他
校
の
発
表
を
聞
け
る
よ
い
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
会
場
に
は
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
な

ど
を
手
に
し
た
保
護
者
や
学
校
関
係
者
が
大
勢
集
ま
り
、
子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
小
・
中
学
生
全
員
で
「
ふ
る
さ
と
」
を
合
唱
し
、
そ
の
後
学
校
ご

と
に
合
唱
や
合
奏
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
小
学
生
は
元
気
の
良
い
合
唱
や
合
奏
を
、
中
学
生

は
美
し
い
混
声
合
唱
を
披
露
し
ま
し
た
。
ま
た
、
松
野
中
学
校
音
楽
部
の
生
徒
に
よ
る
箏
の

発
表
も
行
わ
れ
、
参
加
者
た
ち
は
滅
多
に
耳
に
す
る
こ
と
の
な
い
箏
の
音
色
に
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

　

閉
会
式
で
は
、
松
野
東
学
校
の
高
田
校
長
か
ら
、「
皆
さ
ん
の
発
表
も
素
晴
ら
し
い
も
の
で

し
た
が
、
発
表
を
聞
く
姿
勢
も
と
て
も
素
晴
ら
し
く
、
感
心
し
ま
し
た
。」
と
児
童
・
生
徒
を

称
え
る
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
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ま
ち
づ
く
り
講
演
会

₁₂
1

森
の
国
戦
国
武
者
伝
走
大
会

　

町
民
セ
ン
タ
ー
で
、
ま
ち
づ

く
り
講
演
会
「
ち
ょ
ん
ま
げ
支

援
隊
の
被
災
地
報
告
会
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
演
会
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
松
野
ま
ち

づ
く
り
青
年
会
議
が
、
松
野
町
サ
ッ
カ
ー
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
協
力
を
得
て
企
画
し
た
も

の
で
す
。

　

今
回
の
講
師
は
、
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
の

名
物
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
有
名
な
角
田
寛
和

さ
ん
で
す
。
角
田
さ
ん
は
、
ち
ょ
ん
ま
げ

の
恰
好
で
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
を
48
回

も
訪
問
し
、
被
災
地
で
も
「
ち
ょ
ん
ま
げ
さ

ん
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
、
継
続
的
に
被
災

者
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
内

外
で
被
災
地
支
援
に
関
す
る
報
告
会
を
開
催

し
、
支
援
の
必
要
性
を
世
界
に
発
信
し
て
い

ま
す
。

　

講
演
で
は
、「
震
災
か
ら
３
年
経
っ
た
今

で
も
、
避
難
所
で
生
活
し
て
い
る
人
た
ち
が

い
る
と
い
う
事
実
を
知
っ
て
ほ
し
い
。」
と

述
べ
、
震
災
当
時
か
ら
現
在
ま
で
の
被
災
地

の
様
子
を
、映
像
を
交
え
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　
「
映
像
に
は
事
実
し
か
映
っ
て
い
な
い
。

私
の
言
葉
に
は
、
少
な
か
ら
ず
主
観
が
入
っ

て
い
る
。
主
観
は
人
そ
れ
ぞ
れ
違
う
の
で
、

私
の
言
葉
を
信
じ
ず
、
映
像
を
見
て
読
み

取
っ
て
ほ
し
い
。」
と
語
る
角
田
さ
ん
。
映

像
で
は
、
３
か
月
足
ら
ず
で
瓦
礫
が
除
去
さ

れ
た
都
市
部
の
様
子
や
、
震
災
か
ら
１
年
近

く
経
過
し
て
も
ほ
と
ん
ど
手
つ
か
ず
の
状
態

で
あ
る
周
辺
部
の
様
子
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
中
で
も
牡
鹿
半
島
の
小
学
校
に

注
目
し
、
校
庭
や
校
舎
周
辺
に
瓦
礫
が
散
乱

し
、
プ
ー
ル
に
も
土
砂
が
堆
積
し
た
状
態
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
授
業
が
再
開
さ
れ

て
い
る
状
況
、
津
波
の
爪
痕
が
色
濃
く
残
る

校
舎
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
が
明
る
く
、
他

の
学
校
と
変
わ
り
な
い
学
校
生
活
を
送
っ
て

い
る
状
況
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

映
像
の
最
後
に
は
「
学
校
の
周
り
は
ガ
レ

キ
の
山
。
で
も
子
ど
も
た
ち
の
笑
い
声
に
、
先

生
の
明
る
さ
に
、
救
い
は
あ
り
ま
す
よ
ね
！
」

と
綴
ら
れ
、
会
場
に
感
動
を
誘
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ち
ょ
ん
ま
げ
支
援
隊
の
活
動
報
告

と
し
て
、
５
日
で
13
箇
所
の
避
難
所
を
巡
っ

た
被
災
地
コ
ン
サ
ー
ト
の
様
子
や
、
避
難
所

の
子
ど
も
た
ち
に
Ｊ
リ
ー
グ
の
試
合
を
楽
し

ん
で
も
ら
お
う
と
企
画
し
た
ツ
ア
ー
の
様
子

な
ど
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。「
ツ
ア
ー
に
参

加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
最
初
は
つ
ま
ら
な

そ
う
で
し
た
。
し
か
し
、
帰
り
の
バ
ス
の
中

は
笑
顔
で
溢
れ
て
い
ま
し
た
。」
角
田
さ
ん

は
、「
支
援
に
大
切
な
こ
と
は
、続
け
る
こ
と
。

そ
の
た
め
に
は
自
分
た
ち
も
楽
し
ん
で
支
援

す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。」
と
締
め
く
く
り
、

拍
手
の
中
、
報
告
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

ち
ょ
ん
ま
げ
支
援
隊
の
中
に
は
松
野
町
出

身
者
も
い
ま
す
。
あ
な
た
に
も
、
で
き
る
こ

と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

虹
の
森
公
園
を
主
会
場
に
「
戦
国
武
者
伝
走
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
催
し
は
、
段
ボ
ー
ル
製
の

甲か
っ

冑ちゅう
を
着
て
タ
ス
キ
を
つ
な
ぐ
駅
伝
大
会
で
、
今
回
が

２
回
目
と
な
り
ま
す
。
松
野
町
は
、
伊
予
と
土
佐
の
県

境
に
位
置
し
、
予
土
交
易
の
中
心
と
し
て
栄
え
た
と
い

う
歴
史
が
あ
り
、
今
回
の
大
会
で
は
、
各
チ
ー
ム
が
そ

の
所
在
地
か
ら
伊
予
軍
と
土
佐
軍
に
分
か
れ
て
競
い
合

い
ま
し
た
。

　

当
日
、
開
会
式
会
場
と
な
っ
た
虹
の
森
公
園
に
は
、

戦
国
時
代
さ
な
が
ら
の
甲
冑
を
身
に
ま
と
っ
た
約
２
０

０
人
の
武
者
た
ち
が
集
結
し
、
鬼
城
太
鼓
に
よ
る
陣
ぶ

れ
太
鼓
の
演
奏
の
後
、
来
賓
で
あ
る
県
南
予
地
方
局
長

の
出
発
合
図
で
一
斉
に
出
陣
し
ま
し
た
。選
手
た
ち
は
、

全
長
約
15
㎞
、
比
高
差
最
大
88
ｍ
、
砂
地
、
階
段
、
山

道
を
含
む
険
し
い
コ
ー
ス
を
、
５
人
で
タ
ス
キ
を
つ
な

ぎ
な
が
ら
走
り
抜
け
ま
し
た
。
第
１
区
は
陣
が
森
、
２

区
は
永
昌
寺
、
３
区
は
大
森
城
、
４
区
は
御
威
神
社
、

最
終
５
区
は
河
後
森
城
跡
を
そ
れ
ぞ
れ
折
り
返
す
コ
ー

ス
。
各
区
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
は
、
先
頭
の
選
手

が
到
着
す
る
と
狼の
ろ
し煙
が
上
が
り
、
ま
る
で
戦
国
時
代
の

合
戦
の
よ
う
な
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
ま
し
た
。

　

武
者
伝
走
駅
伝
大
会
の
特
徴
で
あ
る
甲
冑
は
、
選
手

自
ら
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
個
性
的

に
装
飾
さ
れ
て
お
り
、
見
る
人
を
楽
し
ま
せ
ま
す
。
そ

の
デ
ザ
イ
ン
や
走
行
中
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
競
う
の

も
こ
の
武
者
伝
走
大
会
の
醍
醐
味
で
す
。
優
秀
な
成
績

を
残
し
た
チ
ー
ム
に
は
大
会
長
で
あ
る
阪
本
町
長
か

ら
、
俸ほ
う
ろ
く禄
と
し
て
米
や

地
酒
、
野
菜
な
ど
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
は
「
予

土
う
ま
い
も
の
合
戦
」

と
「
県
境
サ
ミ
ッ
ト
」

も
同
時
開
催
さ
れ
、
日

本
の
在
来
馬
で
あ
る

「
の
ま
馬
」
の
体
験
乗

馬
も
あ
り
、
会
場
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

森
の
国
戦
国
武
者
伝
走
大
会

森
の
国
戦
国
武
者
伝
走
大
会

　

虹
の
森
公
園
を
主
会
場
に
「
戦
国
武
者
伝
走
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
催
し
は
、
段
ボ
ー
ル
製
の

を
着
て
タ
ス
キ
を
つ
な
ぐ
駅
伝
大
会
で
、
今
回
が

２
回
目
と
な
り
ま
す
。
松
野
町
は
、
伊
予
と
土
佐
の
県

境
に
位
置
し
、
予
土
交
易
の
中
心
と
し
て
栄
え
た
と
い

う
歴
史
が
あ
り
、
今
回
の
大
会
で
は
、
各
チ
ー
ム
が
そ

の
所
在
地
か
ら
伊
予
軍
と
土
佐
軍
に
分
か
れ
て
競
い
合

　

当
日
、
開
会
式
会
場
と
な
っ
た
虹
の
森
公
園
に
は
、

戦
国
時
代
さ
な
が
ら
の
甲
冑
を
身
に
ま
と
っ
た
約
２
０

０
人
の
武
者
た
ち
が
集
結
し
、
鬼
城
太
鼓
に
よ
る
陣
ぶ

れ
太
鼓
の
演
奏
の
後
、
来
賓
で
あ
る
県
南
予
地
方
局
長

の
出
発
合
図
で
一
斉
に
出
陣
し
ま
し
た
。選
手
た
ち
は
、

ｍ
、
砂
地
、
階
段
、
山

道
を
含
む
険
し
い
コ
ー
ス
を
、
５
人
で
タ
ス
キ
を
つ
な

ぎ
な
が
ら
走
り
抜
け
ま
し
た
。
第
１
区
は
陣
が
森
、
２

区
は
永
昌
寺
、
３
区
は
大
森
城
、
４
区
は
御
威
神
社
、

森
の
国
戦
国
武
者
伝
走
大
会

森
の
国
戦
国
武
者
伝
走
大
会

　

虹
の
森
公
園
を
主
会
場
に
「
戦
国
武
者
伝
走
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
催
し
は
、
段
ボ
ー
ル
製
の

を
着
て
タ
ス
キ
を
つ
な
ぐ
駅
伝
大
会
で
、
今
回
が

２
回
目
と
な
り
ま
す
。
松
野
町
は
、
伊
予
と
土
佐
の
県

境
に
位
置
し
、
予
土
交
易
の
中
心
と
し
て
栄
え
た
と
い

う
歴
史
が
あ
り
、
今
回
の
大
会
で
は
、
各
チ
ー
ム
が
そ

の
所
在
地
か
ら
伊
予
軍
と
土
佐
軍
に
分
か
れ
て
競
い
合

　

当
日
、
開
会
式
会
場
と
な
っ
た
虹
の
森
公
園
に
は
、

戦
国
時
代
さ
な
が
ら
の
甲
冑
を
身
に
ま
と
っ
た
約
２
０

０
人
の
武
者
た
ち
が
集
結
し
、
鬼
城
太
鼓
に
よ
る
陣
ぶ

れ
太
鼓
の
演
奏
の
後
、
来
賓
で
あ
る
県
南
予
地
方
局
長

の
出
発
合
図
で
一
斉
に
出
陣
し
ま
し
た
。選
手
た
ち
は
、

ｍ
、
砂
地
、
階
段
、
山

道
を
含
む
険
し
い
コ
ー
ス
を
、
５
人
で
タ
ス
キ
を
つ
な

ぎ
な
が
ら
走
り
抜
け
ま
し
た
。
第
１
区
は
陣
が
森
、
２

区
は
永
昌
寺
、
３
区
は
大
森
城
、
４
区
は
御
威
神
社
、

男子の部１位　愛媛県庁遊走会 “おせっ隊”
女子の部１位　きほキュン♡フルーツ缶
ベスト甲冑賞　ＴＥＡＭらんばか　　大うつけ賞　ちょんまげ支援隊

ベ
ス
ト
甲
冑
賞

「
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
ら
ん
ば
か
」
の
皆
さ
ん

₁₁
₃₀
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夕
映
え
の
茶
の
花
ほ
の
と
妣
の
影 

伊
藤　

富
子

千
本
の
灯
点
す
棚
田
祭
り
か
な 

金
谷　

重
子

ど
こ
抜
け
て
き
た
猫
の
尾
の
草
蝨 

金
谷  

文
恵

大
島
の
災
害
跡
や
冬
に
入
る 

木
下
三
千
恵

黄
落
や
農
民
一
揆
の
歴
史
塚 

駒
山　

忠
夫

青
空
へ
汽
笛
一
声
石
蕗
の
花 

谷　

き
よ
し

山
里
へ
帰
郷
十
年
石
蕗
の
花 

布　
　

久
光

奥
伊
予
の
山
河
悠
然
冬
紅
葉 

布　
　

康
江

賞
を
受
く
育
樹
祭
な
り
殿
下
の
前 

ひ
の
た
い
ら

一
本
を
ま
る
ご
と
買
ふ
て
柿
醂
す 

宮
崎
き
く
を

石
蕗
咲
く
や
な
お
悲
し
み
の
捨
て
き
れ
ず

山
下
ス
ミ
子

一
片
の
雲
な
き
冬
の
月
仰
ぐ 

赤
松　

午
子

良
き
事
の
二
つ
続
き
て
菊
日
和 

稲
谷
キ
ミ
子

立
冬
や
川
面
ざ
わ
め
く
瀨
張
り
漁 

上
田
み
ち
子

草
紅
葉
滑
走
路
に
添
ひ
ま
っ
す
ぐ
に 

岡
本　

三
葉

ま
ち
の
投
句
箱

葛
句
会
　
十
一
月
例
会
句
会
　
於
　
町
民
セ
ン
タ
ー

吉
野
句
会
　
十
一
月
例
会
句
会
　
於
　
吉
野
生
公
民
館

俳
句
の
ポ
ス
ト
投
句
作
品
優
秀
句
　
十
一
月
投
句
分

《
不
器
男
記
念
館
》

　

満
月
が
映
っ
て
見
え
る
広
見
川

松
野
町　

高
田　

大
輝

　

不
器
男
句
碑
音
な
く
濡
ら
す
冬
の
雨

鬼
北
町　

中
尾　
　

正

《
目
黒
ふ
る
さ
と
館
》

　

柚
の
香
の
そ
こ
は
か
と
な
し
大
根
飯

松
野
町　

田
中
志
津
代

人
権
の
広
場
〜
松
野
南
小
学
校
の
取
組
か
ら
思
う
〜

　

本
校
の
児
童
数
は
11
名
。
人
数
が
少
な
い
分
、
仲
の
良
さ
は
抜
群

で
、
日
本
一
で
は
な
い
か
と
思
う
ほ
ど
で
す
。
１
年
生
か
ら
６
年
生

ま
で
11
名
が
、
一
緒
に
遊
び
、
一
緒
に
働
き
、
一
緒
に
話
し
合
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
ま
る
で
兄
弟
姉
妹
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
逆
に
仲
が
い
い
か
ら
、
言
葉
遣
い
が
荒
く
な
っ
た
り
、
聞

い
て
い
て
私
の
方
が
気
に
な
る
言
葉
を
使
っ
た
り
し
て
い
る
場
面
も

と
き
ど
き
見
ら
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
も
11
月
24
日
に
人
権
・
同
和
教
育
参
観
日
を
開
催
し
、

保
護
者
や
地
域
の
人
た
ち
に
人
権
・
同
和
教
育
の
視
点
に
立
っ
た
授

業
や
人
権
集
会
を
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

な
か
よ
し
集
会
（
人
権
集
会
）
は
、「
友
達
に
つ
い
て
考
え
よ
う
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
人
権
標
語
を
発
表
し
た
り
学
級
の
出
し
物
を
披

露
し
た
り
し
ま
し
た
。
１
・
２
年
生
は
、「
友
達
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
詩
を
作
り
、
発
表
し
ま
し
た
。
４
・
５
年
生
は
、
目
の
見
え
な
い

人
の
た
め
に
、
お
金
に
は
ど
ん
な
工
夫
が
あ
る
の
か
を
調
べ
、
実
演

を
交
え
て
発
表
し
ま
し
た
。

  

そ
し
て
６
年
生
は
、
全
校
児
童
か
ら
「
友
達
か
ら
言
わ
れ
て
う
れ

し
か
っ
た
言
葉
」
と
「
家
の
人
か
ら
言
わ
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
言
葉
」

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
、
そ
れ
を
ク
イ
ズ
形
式
に
し
て
発
表
し
ま
し

た
。「
友
達
に
言
わ
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
言
葉
」
の
第
一
位
は
、「
あ

り
が
と
う
」
で
、
以
下
「
ま
た
遊
ぼ
う
ね
」「
大
丈
夫
」「
上
手
だ
ね
」

で
し
た
。

　
「
家
の
人
に
言
わ
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
言
葉
」
の
第
一
位
は
、「
頑

張
っ
た
ね
」
で
、
以
下
「
え
ら
い
ね
」「
あ
り
が
と
う
」「
す
ご
い
ね
」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　

内
閣
府
の
「
国
民
生
活
に
関
す
る
世
論
調
査
」
の
中
で
、「
家
庭

の
役
割
」
に
は
、「
家
族
団
ら
ん
、
休
息
・
安
ら
ぎ
、
家
族
の
絆
を

深
め
る
、
親
子
と
も
に
成
長
す
る
」
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
す
な
わ

ち
家
庭
と
は
、
心
身
を
休
め
、
活
動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
補
給
す
る
た

め
の
「
癒
し
」
の
機
能
を
有
す
る
場
所
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

子
育
て
真
っ
最
中
の
皆
さ
ん
、
我
が
子
の
あ
り
の
ま
ま
を
認
め
て

誉
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
我
が
子
の
悪
い
と
こ
ろ
や
嫌
な
と
こ
ろ
は
、

よ
く
目
に
つ
く
も
の
で
す
。
で
も
、
そ
ん
な
に
悪
い
子
は
い
ま
せ
ん
。

誉
め
る
と
こ
ろ
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
は
ず
で
す
。
子
ど
も
が
「
う
れ
し

が
る
言
葉
」「
気
持
ち
よ
く
な
る
言
葉
」
を
た
く
さ
ん
使
っ
て
、「
自

分
に
も
こ
ん
な
い
い
と
こ
ろ
が
あ
る
ん
だ
」「
自
分
は
、
自
分
の
こ

と
が
大
好
き
」
と
い
う
自
尊
感
情
を
も
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
、
一
人

で
も
多
く
な
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　

松
野
南
小
学
校
人
権
・
同
和
教
育
主
任

                          　

  

芝　
　

晋
二

松
野
町
に
野
生
の
鶴

　

11
月
24
日
、
松
丸
祝
井
地
区
に
野
生
の
鶴

が
舞
い
降
り
ま
し
た
。
右
の
写
真
は
、
松
丸

の
柳
野
治
示
さ
ん
が
撮
影
し
た
も
の
で
す
。

鶴
が
滞
在
し
た
時
間
は
約
１
時
間
。
柳
野
さ

ん
の
話
に
よ
る
と
、
飛
来
し
た
鶴
は
「
真
鶴

（
マ
ナ
ヅ
ル
）」
と
い
う
種
目
で
、
環
境
庁
が

発
表
し
て
い
る
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
で
、「
絶
滅
危

惧
Ⅱ
類
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
と
て
も
珍
し

い
鳥
の
よ
う
で
す
。

　

柳
野
さ
ん
は
、「
私
の
記
憶
す
る
限
り
、
松

野
町
に
鶴
が
飛
来
す
る
の
は
初
め
て
。
縁
起

が
良
い
の
で
ま
た
来
て
ほ
し
い
。」
と
話
し
て

い
ま
す
。
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お
悔
み
（
敬
称
略
）

（
住
所
）　（
死
亡
者
）　
　（
享
年
）

蕨
　
生
　
岡
本
マ
サ
ミ
　
　
95
歳

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す（

敬
称
略
）

（
住
所
）　（
保
護
者
）    

（
出
生
児
）（
性
別
）

豊
　
岡
　
毛
利
　
公
亮
　
芽め

　
生い

　
　
女

　
　
　
　
　
　
　
真
紀

延
野
々
　
髙
山
　
　
剛
　
賢け
ん

　
人と

　
　
男

　
　
　
　
　
　
久
仁
江

健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

ご
寄
付
お
礼
（
敬
称
略
）

☆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

岡
本
　
敬
邦
　
　
松
野
町

増
川
　
光
代
　
　
松
野
町

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

町 の 人 口

世帯数　2,040世帯（＋６世帯）

総人口　4,329人 （＋３人）
男2,032人　女2,297人
（11月中の異動）

　　○出　生　２人　○死　亡　２人
　　○転　入　20人　○転　出　17人

平成25年11月30日現在
※外国人を含みます。

　

現
在
、
福
岡
県
太
宰
府
市
所
在
の
九
州
国
立
博
物
館
内
で
実

施
し
て
い
る
「
目
黒
山
形
関
係
資
料
」
の
修
理
事
業
に
つ
い
て
、

11
月
12
日
に
文
化
庁
美
術
学
芸
課
の
調
査
官
の
立
ち
会
い
の
も

と
、
修
理
作
業
の
方
法
や
工
程
に
関
す
る
調
査
の
検
討
会
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

修
理
作
業
の
中
心
は
、
模
型
の
製
作
に
関
す
る
江
戸
時
代
の

手
紙
や
測
量
帳
簿
な
ど
の
古
文
書
（
約
２
０
０
点
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
今
か
ら
３
５
０
年
前
に
書
か
れ
た
も
の
で

す
が
、
今
回
の
修
理
に
伴
う
調
査
で
、
実
に
い
ろ
い
ろ
な
種
類

の
紙
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
厚
め
に
繊
維

が
入
り
不
純
物
が
少
な
い
高
価
な
紙
、
逆
に
薄
く
て
不
純
物
が

多
く
入
る
安
価
な
紙
な
ど
様
々
で
す
。
修
理
で
は
、
こ
の
多
様

な
紙
質
に
対
応
す
る
た
め
に
、
補
修
紙
を
す
べ
て
当
時
と
同
じ

よ
う
な
手
す
き
で
つ
く
り
、
虫
穴
な
ど
を
手
づ
く
ろ
い
で
、
一

冊
一
冊
、
一
枚
一
枚
、
一
箇
所
一
箇
所
、
直
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
シ
ワ
・
折
れ
の
ば
し
、
汚
れ
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、

ラ
ベ
ル
の
新
調
な
ど
も
行
う
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
が
、
今
年

度
は
約
２
０
０
点
あ
る
古
文
書
の
う
ち
約
30
％
程
度
を
仕
上
げ

る
予
定
で
す
。
次
回
の
検
討
会
は
２
月
か
３
月
の
予
定
で
す
。

新
た
な
修
理
情
報
に
つ
い
て
は
随
時
報
告
し
ま
す
。

　

11
月
26
日
、
第
２
回
史
跡
見
学
会
「
河
後
森
城
の
植
生
・
景

観
調
査
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
見
学
会
は
、
河
後
森
城
の

よ
り
良
い
利
活
用
を
進
め
る
た
め
、
河
後
森
城
に
お
け
る
植
生

や
景
観
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
に
開
催
し
た
も
の
で
す
。
２

回
目
の
今
回
も
、
愛
媛
大
学
名
誉
教
授
の
下
條
信
行
氏
と
江
崎

次
夫
氏
を
招
き
、
本
郭
南
側
に
自
生
す
る
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
の
観

察
と
新
城
地
区
に
移
植
し
て
い
る
オ
ン
ツ
ツ
ジ
の
育
成
状
況
を

確
認
し
ま
し
た
。

　

見
学
会
当
日
は
本
郭
南
側
に
自
生
す
る
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
が
赤

や
黄
色
に
色
づ
い
て
お
り
、
参
加
者
は
写
真
を
撮
っ
た
り
、
眺

め
た
り
し
な
が
ら
紅
葉
の
美
し
さ
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
城
地
区
で
は
、
河
後
森
城
に
自
生
す
る
オ
ン
ツ
ツ

ジ
を
斜
面
に
移
植
す
る
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
そ

の
育
成
状
況
を
観
察
し
ま
し
た
。
観
察
の
結
果
、
育
成
状
況
は

順
調
で
今
後
と
も
継
続
し
て
周
辺
に
お
け
る
下
刈
り
な
ど
の
手

入
れ
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
河
後
森
城
の
植
生
・
景
観
調
査
」
を
実
施
し
ま
し
た
！

「
目
黒
山
形
関
係
資
料
」の
修
理
を
行
っ
て
い
ま
す
！

森
の
国
歴
史
発
見
！
文
化
財
通
信

▲修理検討会の様子

▲秋空に燃えるような紅葉が参加者を魅了していました。
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４. 職員の分限及び懲戒処分の状況

５. 職員の服務の状況
　�　地方公務員法では、服務の根本基準として、「全ての職員は、全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し、
且つ、職務の遂行に当たっては、全力を挙げてこれに専念しなければならない。」と規定しています。

　�　松野町では、服務の宣誓に関する条例をはじめとして、服務に関する各種の規定により、住民の疑惑や不信を
招くことのないよう、機会あるごとに注意を喚起し、服務規律保持を図っています。

６. 職員の研修及び勤務成績の評定の状況

　　⑵勤務成績の評定の状況
　�　松野町職員の執務について定期的に勤務成績の評定を行い、これを統一的に記録、人事管理の基礎資料とし、もっ
て公務能率の発揮及び増進を図ることを目的とした、「松野町職員の勤務成績の評定要綱」を規定しています。

７.�職員の福祉及び利益の保護の状況

���⑵職場の安全衛生の状況
　�　労働安全衛生法等に基づき、衛生委員会の設置、産業医及び衛生管理者等の配置を行い、快適な職場環境の実
現と職場における職員の安全と健康の確保のため安全衛生管理体制を整備しています。

８.�公平委員会に係る業務の状況
　⑴勤務条件に関する措置の要求の状況　　該当なし
　⑵不利益処分に関する不服申立ての状況　　該当なし
　⑶苦情の処理の状況　　該当なし

⑴分限処分　　　　　　　　　　　　　（単位：人） 
休職 降給 降任 免職
0 0 0 0

⑵懲戒処分　　　　　　　　　　　　　（単位：人）�
戒告 減給 停職 免職
0 0 0 0

⑴職員研修の実施状況
研　　修　　名 日　　　程 参加者

新規採用職員研修会 ５月15日～17日 ２人
市町職員中級研修会 ６月５日～７日 １人
四国地区人権教育研究大会 ７月５日～６日 ２人
危機管理研修 ７月18日～20日 １人
クレーム対応講座 ８月10日 ５人
南予ブロック地域啓発講演会 ８月26日 ５人
面接試験技法研修会 ８月28日 ３人
南予地区人権・同和教育研究協議会 ９月20日 ２人
県人権・同和教育研究大会 10月１日 ２人
市町職員課長級研修会 10月18日～19日 １人
地域コミュニティの再生研修 11月26日～30日 １人
全国人権・同和教育研究大会 11月30日～12月２日 １人
市町職員研修会（県人権協会） 12月３日 ２人

⑴健康診断等の状況
区　　　分 概　　　　　　　　　　要

職員健康診断 10月22日、コミュニティセンターにおいて、職員定期健康診断を行いました。
健 康 相 談 上記職員健康診断後に、産業医、保健師による健康相談を実施し、職員の健康確保に努めました。
産業医職場巡視 月に１回、産業医と人事担当者が職場巡視を行い、業務環境を通じて健康障害の防止等に努めました。

⑶公務災害の状況
区　　　分 認定件数 災　害　の　概　要

公　　務　　中 1 イベントにスタッフとして参加中、黄色スズメバチによる蜂刺症
通　勤　災　害 0

※�分限処分とは、職員がその職責を十分果たすことが
できない場合に、公務能率を維持するため、職員の
意に反して行われる処分のことをいいます。

※�懲戒処分とは、職員の義務違反に対して任命権者が
課する制裁であり、職員の道義的責任を明らかにす
ることにより地方公共団体の規律と秩序を維持する
ための処分です。

松野町人事行政の 運営等の状況の公表
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　地方公務員法（昭和25年法律第261号）第58条の２及び松野町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づ
き、平成24年度における人事行政の運営等の状況概要を公表します。�
１.　職員の任免及び職員数に関する状況

　　（注）　一般行政職には、他に区分されない職種も含まれています。
２.　職員の給与の状況　

　　（注）１　職員手当には退職手当を含みません。
　　　　�２　職員数は、平成24年４月１日現在の人数です。
３．職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

　
　　（注）１　勤務によっては始業、終業、週休日などが異なる場合があります。
　　　　��

松野町人事行政の 運営等の状況の公表

職員の採用及び退職の状況

区分

職種
採　用

離　　　　職
退　　　　職 免　　職

合計
定年 勧奨 普通 死亡 任期満了 分限 懲戒 失職

一般行政職 2 0 0 1 0 0 0 0 0 1
医　療　職 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0
技能労務職 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
合　　 計 3 0 0 1 0 0 0 0 0 1

�職員数

平成24年度末現在

一般職員 80人

⑴人件費の状況（普通会計決算）�

区分
住民基本台帳人口 歳出額 実質収支 人件費 人件費率 （参考）
（平成24年度末） Ａ Ｂ Ｂ／Ａ 23年度の人件費率

　　　年度 人 千円 千円 千円 　％ 　％
24 4,362 3,251,558 121,324 514,811 15.8 18.5

⑵職員給与費の状況（普通会計決算）�

区分
職員数 給　　　　　　与　　　　　　費 一人当たり

Ａ 給料 職員手当 期末・勤勉手当 計　Ｂ 給与費　Ｂ／Ａ
　　　年度 人 千円 千円 　千円 千円 　千円
24 62 209,445 15,925 78,225 303,595 4,897

⑴勤務時間等�
１週間の
勤務時間

１日の
勤務時間 始　　業 終　　業 休憩時間 週休日

38時間45分 ７時間45分 ８時30分 17時15分 １時間 土・日曜日

⑵休暇�
種　類 休暇の概要、取得の要件等 取�得�可�能�日�数�等

有
　
給
　
休
　
暇

年次有給休暇 １年につき20日（前年の繰越日数の上限20日のため、最高
40日）

病気休暇 負傷又は疾病のため医師の診断により療
養する必要がある場合

公務災害、通勤災害の場合は必要と認められる期間
結核性疾患については１年、その他の負傷又は疾病につい
ては90日を超えない範囲内で必要と認められる期間

特別休暇

特別の事由により職員が勤務しないこと
が相当である場合

（主な休暇）
　　�公民権の行使、産前休暇、産後休暇、

忌引、結婚休暇、夏季休暇、その他

　　�その他：裁判員、証人等として出頭
する場合、骨随提供者となる場合、
ボランティア活動に参加する場合、
子の看護をする場合、災害時など

公民権の行使 必要と認められる期間

産前休暇 ８週間以内に出産する予定である女性職
員が申し出た場合に出産の日まで

産後休暇 出産後８週間
忌　　引 配偶者・父母の場合７日等
結婚休暇 連続する５日の範囲内の期間

夏季休暇 ７月から９月までの期間内における連続
する３日の範囲内の期間

無給
休暇 介護休暇

負傷、疾病又は老齢により、２週間以上
にわたり日常生活を営むのに支障がある
ものの介護をする場合

一の継続する状態ごとに、連続する６月の期間内
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Informationお し ら せ

え
ひ
め
・
み
か
ん
祭
り
開
催
！

各
種
無
料
相
談
所
の
開
設

行
政
相
談

【
日　
　

時
】
１
月
10
日
㈮　

午
前
10
時
〜
正
午

【
場　
　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

婦
人
室　

【
内　
　

容
】
行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望

【
相　
談　
員
】
行
政
相
談
員
（
有
馬
節
男
）

心
配
ご
と
相
談

【
日　
　

時
】
１
月
10
日
㈮　

午
前
10
時
〜
正
午

【
場　
　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室

【
内　
　

容
】
心
配
ご
と
相
談

【
相　
談　
員
】
民
生
児
童
委
員

人
権
相
談

【
日　
　

時
】
１
月
10
日
㈮　

午
前
10
時
〜
正
午

【
場　
　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室

【
内　
　

容
】
人
権
相
談

【
相　
談　
員
】
人
権
擁
護
委
員

　

紅
ま
ど
ん
な
、
い
よ
か
ん
、
ポ
ン
カ
ン
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
旬
の
美
味
し
い
か
ん
き
つ
を
生
産
者
が
対
面
販
売
す
る
ほ

か
、
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
果
実
や
珍
し
い
か
ん
き
つ
を
展
示
し

ま
す
。
ポ
ン
ジ
ュ
ー
ス
蛇
口
、
み
か
ん
綿
菓
子
、
み
か
ん
餅

つ
き
、
み
か
ん
ク
イ
ズ
な
ど
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ

く
さ
ん
！

①
日
時　

１
月
25
日
㈯　

午
前
10
時
〜
午
後
７
時
、

 
 
 
 
 
 

26
日
㈰　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

②
場
所　

い
よ
て
つ
髙
島
屋
（
松
山
市
湊
町
）

③
問
い
合
わ
せ
先　

県
農
産
園
芸
課

　

☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
５
６
６

家
族
の
つ
ど
い

　

宇
和
島
保
健
所
で
は
、
統
合
失
調
症
発
病
後
お
お
む
ね
10

年
以
内
の
人
の
家
族
が
集
ま
り
、
情
報
交
換
や
学
習
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。
安
心
し
て
話
せ
る
場
所
で
す
。
１
人
で
悩

ま
ず
、
あ
な
た
の
胸
の
う
ち
を
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

①
日
時　

平
成
26
年
１
月
15
日
㈬午

後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

②
場
所　

宇
和
島
保
健
所
（
南
予
地
方
局
２
階
）

③ 

対
象　

発
病
後
お
お
む
ね
10
年
以
内
の
統
合
失
調
症
の
方

の
家
族

④
内
容　

座
談
会
・
学
習
会
な
ど

⑤ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

宇
和
島
保
健
所 

精
神
保

健
係　

☎
０
８
９
５
・
22
・
５
２
１
１
（
内
線
２
８
３
）

　

入
社
１
年
目
の
人
を
対
象
と
し
た
「
若
手
社
員
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
講
座
」
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

１　

講
師　

 

㈱
コ
ン
シ
ャ
ス
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
代
表
取

締
役　

岩
井　

結
美
子
氏（
い
わ
い　

ゆ
み
こ
）

２　

内
容　

 

①
お
客
様
や
上
司
と
の
関
わ
り
方
（
先
輩
社
員

と
の
世
代
間
を
理
解
す
る
、
可
愛
が
ら
れ
る
若
手

と
可
愛
が
ら
れ
な
い
若
手
の
違
い
を
理
解
す
る
）

　
　
　
　
　

 

②
ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
自
分
の
強
み
を

理
解
し
、
ス
ト
レ
ス
耐
性
を
強
化
す
る
）

新
入
社
員
の
振
り
返
り
セ
ミ
ナ
ー

使
用
済
植
物
油
の
回
収
に
つ
い
て

１ 　

新
た
に
虹
の
森
公
園
青
空
市
場
で
回
収
が
開
始
さ
れ
ま

し
た

　

町
で
は
使
用
済
植
物
油
の
回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
家

庭
で
使
用
し
た
天
ぷ
ら
油
の
回
収
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

２　

町
内
拠
点
回
収
（
ド
ラ
ム
缶
回
収
）

　

次
の
３
箇
所
へ
使
用
済
植
物
油
回
収
用
の
緑
色
の
ド
ラ
ム

缶
を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
中
へ
投
入
し
て
く
だ
さ
い
。

①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

②
吉
野
生
公
民
館

③
目
黒
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

３　
「
虹
の
森
公
園
」
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
回
収

　

虹
の
森
公
園
青
空
市
場
で
、
使
用
済
植
物
油
の
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
回
収
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
愛
媛
県
の
地
球
温
暖
化
防
止
推
進
対
策
の
一
つ

「
エ
コ
え
ひ
め
・
ス
ト
ッ
ピ
ー
ポ
イ
ン
ト
事
業
」
と
し
て
実

施
さ
れ
る
も
の
で
、サ
ー
ビ
ス
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
ま
す
。

①
場
所　

 

虹
の
森
公
園　

青
空
市
場
に
回
収
ボ
ッ
ク
ス
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
方
法　

 

５
０
０
ml
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の

容
器
に
入
れ
て
、
青
空
市
場
の
受
付

へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

20
歳
に
な
っ
た
ら
忘
れ
ず
に

国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
！

　

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の

す
べ
て
の
人
が
加
入
し
ま
す
。

　

や
が
て
訪
れ
る
老
後
や
、
生
活
の
安
定
を
損
な
う
よ
う
な

〝
万
が
一
〞
の
事
態
に
備
え
、
保
険
料
を
出
し
合
い
、
お
互

い
を
支
え
合
う
制
度
で
す
。

１　

国
民
年
金
の
加
入
者
は
次
の
３
種
類
で
す
。

① 

第
１
号
被
保
険
者
：
自
営
業
、
農
業
、
学
生
等
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
方

　

⇒

　

 

お
住
ま
い
の
市
町
役
場
の
国
民
年
金
担
当
窓
口
で
直

接
手
続
き
く
だ
さ
い
。

② 

第
２
号
被
保
険
者
：
厚
生
年
金
保
険
、
共
済
組
合
に
加
入

し
て
い
る
方

　

⇒

　

本
人
か
ら
の
加
入
手
続
き
は
不
要
で
す
。

③ 

第
３
号
被
保
険
者
：
第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
配
偶
者
で
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方

　

⇒

　

 

配
偶
者
の
お
勤
め
先
の
事
業
主
へ
届
出
く
だ
さ
い
。

事
業
主
経
由
で
年
金
事
務
所
へ
提
出
さ
れ
ま
す
。

※ 

20
歳
の
前
月
に
年
金
事
務
所
か
ら
加
入
勧
奨
状
（
加
入
の

お
知
ら
せ
）
が
送
付
さ
れ
た
方
は
、
必
ず
ご
回
答
（
手
続

き
）
く
だ
さ
い
。

　

加
入
手
続
き
を
済
ま
せ
ま
す
と
、
年
金
手
帳
が
交
付
さ
れ

ま
す
。
こ
の
手
帳
は
、
就
職
、
離
職
を
し
た
と
き
や
年
金
を

受
け
る
と
き
な
ど
、
一
生
を
通
し
て
使
う
た
め
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

２　

毎
月
の
保
険
料
は
い
く
ら
？

　

第
１
号
被
保
険
者
の
保
険
料
は
、
月
額
１
５
，
０
４
０
円

（
平
成
25
年
度
の
額
）
で
す
。
な
お
、
保
険
料
を
ま
と
め
て

前
払
い
す
る
こ
と
に
よ
り
割
引
さ
れ
る
前
納
制
度
も
あ
り
ま

す
。

　

第
２
号
被
保
険
者
の
保
険
料
は
、
勤
め
先
を
通
じ
て
納
付

さ
れ
ま
す
。

　

第
３
号
被
保
険
者
に
は
、
保
険
料
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

３　

第
１
号
被
保
険
者
で
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
は
…

　

20
歳
に
な
っ
て
、
所
得
が
少
な
く
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
困
難
な
方
に
つ
い
て
は
、
本
人
の
申
請
に
よ
り
「
学
生
納

付
特
例
制
度
」「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」
な
ど
の
保
険
料

免
除
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

４　

問
合
せ
先
：
お
近
く
の
年
金
事
務
所
、
ま
た
は
町
民
課
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Ｑ
．
訪
問
販
売
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
し
つ
こ
く
て
困
っ
て
い

ま
す
。
断
っ
て
も
何
度
も
訪
問
し
て
く
る
の
で
迷
惑
で
す
。

対
応
す
る
の
も
時
間
の
無
駄
で
す
し
、
断
っ
て
も
「
な
ぜ
断

る
の
か
」、「
わ
ざ
わ
ざ
来
て
い
る
の
に
失
礼
で
は
な
い
か
」

な
ど
と
言
っ
て
し
つ
こ
く
居
座
ろ
う
と
し
ま
す
。
規
制
す
る

法
律
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
．
平
成
21
年
12
月
に
改
正
さ
れ
た
特
定
商
取
引
法
で
は
、

訪
問
販
売
に
「
再
勧
誘
の
禁
止
」
の
制
度
を
導
入
し
ま
し
た
。

特
定
商
取
引
法
で
は
セ
ー
ル
ス
マ
ン
は
最
初
に
消
費
者
に
接

触
し
た
と
き
に
①
正
式
名
称
②
取
扱
商
品
の
種
類
③
契
約
の

勧
誘
で
あ
る
こ
と
、
つ
ま
り
セ
ー
ル
ス
で
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
は
以
前
か
ら
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

平
成
21
年
の
改
正
で
は
、
こ
れ
に
加
え
て
「
契
約
の
勧
誘
を

す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
同
意
を
消
費
者
か
ら
取
り
付
け
る
よ

う
に
」
努
力
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
消

費
者
が
「
契
約
し
ま
せ
ん
」「
帰
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
拒
絶

の
意
思
を
示
し
た
場
合
に
は
、
再
勧
誘
を
す
る
こ
と
を
禁
止

し
ま
し
た
。

１　

再
勧
誘
禁
止
に
は
２
種
類
あ
り
ま
す
。

　

ひ
と
つ
は
、
断
ら
れ
た
ら
帰
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
、
も
う
ひ
と
つ
は
い
っ
た
ん
訪
問
勧
誘
に
行
っ
て
断

ら
れ
た
場
合
に
は
繰
り
返
し
訪
問
勧
誘
に
行
っ
て
は
い
け
な

い
と
い
う
ル
ー
ル
で
す
。

２　

被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス

　

不
要
な
も
の
は
は
っ
き
り
と
断
る
態
度
を
身
に
つ
け
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
…
が
、
失
礼
な
態
度
を

と
り
た
く
な
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
「
今
は

忙
し
い
の
で
」
な
ど
と
あ
い
ま
い
な
返
事
を

し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
は
忙
し

い
と
伝
え
て
し
ま
う
と
「
後
日
な
ら
ば
い
い

の
か
」、「
時
間
を
ず
ら
せ
ば
い
い
の
か
」
と

誤
解
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で

は
っ
き
り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。

３　

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
窓
口

産
業
振
興
課

☎
０
８
９
５
・
42
・
１
１
１
６

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
９
・
９
２
５
・
３
７
０
０

　　　　　　 Information　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 お し ら せ

臨
床
心
理
士
に
よ
る「
こ
こ
ろ
の
健

康
電
話
相
談
」の
お
知
ら
せ

　

心
配
ご
と
や
悩
み
ご
と
を
抱
え
て
１
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ

ん
か
。
家
庭
や
職
場
に
つ
い
て
、
心
と
身
体
の
不
調
に
つ
い

て
な
ど
、
臨
床
心
理
士
が
電
話
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談

は
匿
名
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

①
日
時　

１
月
26
日
㈰　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

②
主
催　

愛
媛
県
臨
床
心
理
士
会
・
日
本
臨
床
心
理
士
会

　

③ 

電
話　

０
８
９
・
９
５
６
・
３
１
２
０
／
☎
０
８
９
・

９
５
６
・
３
１
３
０
（
当
日
の
み
通
話
可
能
）

再
勧
誘
の
禁
止
…
⁈

　

地
域
や
職
場
で
の
集
会
等
に
県
職
員
が
出
張
し
、
県
の
施

策
等
を
説
明
し
ま
す
。
地
域
や
職
場
、
学
校
な
ど
の
グ
ル
ー

プ
で
お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

①
場
所　

申
込
者
側
で
準
備
し
て
く
だ
さ
い

　

②
定
員　

概
ね
20
名
以
上

　

③ 

申
し
込
み
方
法　

希
望
日
の
１
か
月
前
ま
で
に
広
報
広

聴
課
、
地
方
局
地
域
政
策
課
、
支
局
総
務
県
民
室
へ

　

④
問
い
合
わ
せ
先　

県
広
報
広
聴
課

　
　

☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
２
４
３

県
職
員
が
伺
い
ま
す
！県
政
出
前
講
座

困ったときは、
ピピッと相談！

民生委員・児童委員を紹介します
　平成25年12月に町の民生委員・児童委員が一斉に改選されました。民生委員や児童委員は住民の福祉や日常生活
に関する様々な相談窓口として「安全で安心な福祉のまちづくり」のために活躍しています。新しい民生委員・児
童委員は次のとおりです。（任期は平成25年12月１日～平成28年11月30日まで）

氏　名 担当部落 担当地区 区分 氏　名 担当部落 担当地区 区分
坂本　直美 松　丸 新町・駅前・本町１・２・３ 民生委員・児童委員 毛利　彰男 富岡・上家地 富民・小屋の川・上家地全域 〃
三好　淳子 松　丸 東新町・東天満・西天満・礁崎 〃 岡村　正一 目　黒 下組・中央１・国木谷 〃
山﨑　義和 松　丸 向井・祝井 〃 中平あけみ 目　黒 中央２・西の川・上目黒 〃
山口眞理子 延野々 東組・仲組・住宅組 〃 竹内　洋子 吉　野 町組・上在・豊盛 〃
岡村　　勝 延野々 野尻・古井谷・五郎丸 〃 安西　博文 吉　野 西組・梁瀬・葛川 〃
曽根　藤光 豊岡後 １～８番組 〃 安藤　正延 蕨　生 鳥居・鈴井・真土 〃
後藤眞知子 豊岡後 ９～12番組 〃 岡本　記子 蕨　生 谷口・延行・奥内 〃
毛利　達晴 豊岡前 １区～８区 〃 瀧本　精二 奥野川 奥野川全域 〃
毛利　峰子 豊岡前 ９区、住宅組、福祉団地等 〃 沖　留美子 松　丸 町内全域 主任児童委員
古谷　敏子 富岡・上家地 古市場・地吉・久米地 〃 上田　昌彦 吉　野 町内全域 〃

３　

日
時　

 

１
月
22
日
㈬　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時
30

分
（
受
付
午
後
１
時
）

４　

場
所　

 

宇
和
島
第
一
ホ
テ
ル
（
宇
和
島
市
中
央
町
１
―

３
―
９
）

５　

申
込
締
切　

1
月
10
日
㈮

６　

問
い
合
わ
せ
先　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
愛
ｗ
ｏ
ｒ
ｋ　

☎
０

８
９
・
９
１
３
・
８
６
８
６

え
ひ
め
若
年
人
材
育
成
推
進
機
構
（
松
山
市
湊
町
３
丁
目
４

―
６　

松
山
銀
天
街
Ｇ
Ｅ
Ｔ
ビ
ル
４
Ｆ
）

※ 

参
加
は
無
料
で
す
。
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す

の
で
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。



14

１月の森の国行事予定表
日 曜日 予　　定　　　　　　　　　　　　　　　

12/28 土 休中央診療所　芝不器男記念館　目黒ふるさと館

29 日 休中央診療所　芝不器男記念館　目黒ふるさと館

30 月 可葛川以外町内全域 
休中央診療所　芝不器男記念館　目黒ふるさと館

31 火 休中央診療所　芝不器男記念館　目黒ふるさと館

1/1 水 当市立宇和島病院外科☎25-1111
当市立宇和島病院小児科☎25-1111

当市立宇和島病院内科☎25-1111
当市立津島病院☎32-2011

休中央診療所　芝不器男記念館　目黒ふるさと館
　広見斎場　虹の森公園

２ 木 当宇和島社会保険病院外科☎22-5616
当やくしじこどもクリニック☎24-1386

当宇和島社会保険病院内科☎22-5616
当町立北宇和病院☎45-1221 休中央診療所　芝不器男記念館　目黒ふるさと館

３ 金
成人式
当上甲外科クリニック☎25-5811
当山下小児科☎23-0055

当山本内科医院☎22-5100 当市立吉田病院☎52-0611
休中央診療所　芝不器男記念館　目黒ふるさと館

４ 土 休中央診療所　芝不器男記念館　目黒ふるさと館

５ 日 当宍戸脳神経クリニック☎22-0597
当こおり小児科☎24-5633

当楠崎内科☎24-2211
当旭川荘南愛媛病院☎45-1101 休中央診療所　芝不器男記念館　目黒ふるさと館

６ 月 仕事始め 可葛川以外町内全域

７ 火 不豊岡・延野々・富岡・目黒

８ 水 可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒

９ 木 不松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

10 金 ウォーキングアドベンチャー 可葛川以外町内全域
古松丸 ･吉野 (葛川除く) ･ 蕨生 ･奥野川

11 土

12 日
どんと焼き (吉野生公民館 9：00～)
当上田外科☎25-0100
当こばやし小児科☎23-1150

当中山内科胃腸科☎22-0707
当市立津島病院☎32-2011

13 月
中学校新校舎見学会（一般公開）
当友松外科・胃腸科☎22-0410
当やくしじこどもクリニック☎24-1386

当石川循環器科内科☎20-0320
当町立北宇和病院☎45-1221

可葛川以外町内全域

14 火 不豊岡 ･延野々 ･富岡 ･目黒 ･上家地

15 水 可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒

16 木 不松丸・吉野・蕨生・奥野川

17 金 可葛川以外町内全域
古松丸 ･吉野 (葛川除く) ･ 蕨生 ･奥野川

18 土

19 日
町内駅伝大会
当河野整形外科クリニック☎22-1822
当山下小児科☎23-0055

当兵頭内科医院☎25-2772
当橋本内科クリニック☎52-0808

20 月 可葛川以外町内全域

21 火 不豊岡・延野々・富岡・目黒

22 水 可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒

23 木 不松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

24 金 可葛川以外町内全域
古松丸 ･吉野 (葛川除く) ･ 蕨生 ･奥野川

25 土

26 日 当林整形外科クリニック☎23-0007
当こばやし小児科☎23-1150

当田中循環器科内科☎22-0504
当溜尾整形外科医院☎52-3133

27 月 可葛川以外町内全域

28 火 不豊岡・延野々・富岡・目黒

29 水 可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒

30 木 不松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

31 金 可葛川以外町内全域
古松丸 ･吉野 (葛川除く) ･ 蕨生 ･奥野川

当……休日当番医　　可……可燃物回収日　　不……不燃物回収日
古……古紙類回収日　休……年末年始の休業
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